
新

滞

日

本

地

撃
論

文

集

(
這

)

和

田
推

四
郎
-

富

士
山
雑

記

利
日
経
四
郎
北
淡
(
1
八
五
六
-

1
九
二
〇
)は
我
が
樹
に
於
け
る
地

拭
蝉
鋭
物
蝉
の
火
北
雅
で
､
明
治
十

1
年
(
1
八
七
八
dIミ
)
川
版
の
日
本

余
市
怖
誰
は
本
邦
虎
錬
物
砧
の
EYhd
初
の
も
の
で
あ
-
'
空
列
的
十
二
坤

地
珊

凧
川
版
の
山
熱
蝦
地
封
収
約
番
及
び
橋
爪
氏
共
常

の
伊
東
地
質
根

調
憩

は
日
本
人
の
手
に
成
れ
る
地
戯
報

文
の
魁
を
な
し
た
も
の
で
あ
る

北
蝕
の

一
也
に
於
け
る
地
質
餌
物
壊
上
の
仕
都

の
大
な
る
も
の
に
は
地

質
別
査
桝
の
設
立
'
日
本
伐
物
栖
本

の
光
弘
と
研
究
､
八
栖
袈
鋤
桝
の
創

&
｡
韓
を
故

(
る
こ
と
が
川
非
る
が
､
就
中
地
質
興
紋
と
甘
勝
又
は
鉄
山

総
館
潜
と
を
辿
糾
し
て
前
者

の
大
親
分
と
な
り
､
後
地
を
指
導
誘
抽
さ

れ
た

妨

一
人
潜

で
あ

っ
た
｡
本
筋

の
嗣
滞
賓
も
亦
光
政
の
称
紺
を
受
け

た

'i
人
で
あ
る
｡

こ
1
に
評
川
す
る

の
は

N
o
t
e
s
o
n
F
u
]+甘
a
m
a

と
越
し

t
八
八
二
舛
二

月
十
六
日
日
本
地
紋
撰
骨
に
於
て
縦
続
せ

ら
れ

た
も
の
を
日
本
地
相朕
蝉
付
紐
串

(
T
r
a
n
s
a
c
tio
n
s
o
f
S
e
ism
o
to
g
･

ic
a
l
S
o
c
ie
ty
o
f

J
a
p
a
n
･
V
o
L
･i
V
･
p
･
31
-
3
7
･
)
8
8
2
)

に
掬
肝

た

も

の
で
あ
る
､
木
偶
は
既
に
邦
文
臼
本
地
斑
堺
骨
報
せ
に

｢
甜
士
川

の
tF=
｣
と
し
て
日
本
文
で
幕
表
さ
れ
て
ゐ
る
梯
で
あ
る
が
同

報
せ
は
今

で
は
め
っ
た
に
革

b
れ
な

い
も
の
で
舶
詳
細
も
硯
に
之
を
手
に
す
か
こ

新
滞
日
本
地
壌
論
文
苑

と
が
川
氷
な

い
有
様
で
あ
る
か
ら
こ
こ
に
改
め
て
邦
課
し
た
課
で
尉
邦

文
を
探
し
柑
た
隙
に
は
改
課
す
べ
き
排
あ
る
を
故
見
す
る
に
到
る
か
も

知
れ
ぬ
O
.(中
村
)

一
八

七

八
年

甲
州
旅
行
の
際
予
は
串
に
も
下
苫
田
で

富
士
山
噴
火
の
二
三
の
年
月
日
を
知
る
を
得
た
.
此
等

は
フ
ン
ボ
ル
ト
の

｢
ア
ジ
ヤ
.の
地
質
及
束
候
断
片
｣

中

心
ク
ラ
ブ
｡
-
I

(E
,ta
pFOth
)
が
番

い
た
年
月
日
に

克
-

一
致
す

る
｡
乙
の

年
月
日
を
記
す
に
先
だ
ち
予
は

富
士
山
の
地
形
に
就
き
数
言
を
壁
さ
う
と
息
ふ
｡
o

･

シ
ュ
ツ
ト
(
0
･
S
ch
.nth)
氏
は
此
の
山
を
測
量
し
た
､
其

の
結
果
は

猟
逸
ア
ジ
ヤ
協
骨
骨
報
に
近

い
内
に
載
せ
ら

れ
る
で
あ
ら
う
｡

シ
ュ
ツ
ト

氏
は
須
走
及
び
上
苫
田
か

ら
頂
上
に
到
る
山
や

l断
面
閲
を
作
っ
た
｡
之
は
依
る

と
海
凝
七
望

ハ
十
八
米
の
須
走
.i
J海
抜
三
千
七
望

ハ
十

五
米
覆
る
富
士
打
率
画
期
鋤
ケ
峰
と
の
間
の
平
均
傾
斜

宅

.d
七



地

球

筋

十

六

谷

角
は
十
三
度
で
､

li
各

日
か
ら
の
角
度
は
二
十

一
度
五

で
あ
-
､
上
音
田
か
ら

の
角
皮
は
十

1
度
玉
は
過
ぎ
を

-
､
菅
川
口

1
各
日
か
ら
の
は
十
八
度
で
あ
る
｡

メ
ソ
ダ

ン
ボ
-

〟
(
M
e
n
d
e
n
h
a
il)
教
授
は
富
士

の

高
n
ほ
関
す
る
観
測

を
集
め
て
沓

5'
で
ゐ
る
｡
其
の
数

十
二
あ
る
｡
七
年
前
に
ラ
イ

ン
(

R
ein
〕
氏
の
行

っ
た

観
測
を
メ
ソ
デ
ン
ホ
ー
ル
は
騒
げ

て
居
覆

い
亘

′
シ
ュ
ツ

ト
氏
も
亦
高

n
を
測

っ
た
｡
を

FJ
で
此
等
を
合
す
る
と

攻
の
十
四
の
測
定
は
在
る
｡

-

1
㌧
四'三
二非

ニ
'
三'九八七

三
､
7r
7六
六

四
'
三
㌧
空
八

五
'
望遠
克

六
､
三'入京

七
'
三'七究

八
'
三.宅
二

九
､
三'宍
八

十
､
三'八二三

十
1
.
7]]'光
三

十
二
.
三p老
荘

ア
ル
コ
ッ
ク
(A
llcock
)

フ
ア
ガ
ン
(P
ag
an
)

ウ
ヰ
リ
ア
ム
ス
(W
it)iam
s)

ル
ビ
シ
ュ
ー
(L
ep
issier)

ク
【T
ツ
ビ
ン
グ

(
K
n
ippi
n

g
)
節
一
計
鉾

同

上

筋
二
計
井

ス
チ
ュウ
ア
ー
ト
(S
te
w
a
T
t
.)

フ
エ
ン
ト
ン
(
F
en
to
n
)

フ
ァ
ー

ブ
ル
｡
ブ
ラ
ン

(F
a
v
T
e
B
r
andt)

中
村
及
び
利

‖

シ
ー
ボ
ル
ト
(
Si
e

botd)

ラ
イ
ン
(R
ein
)

節
1
蚊

宍

五
八

十
三
t
ltt'莞
凹

シ
エ
ツ
ト
(S
ch
utt)

十

'
三'宍
七

チ
ャ
フ.
リ
ン
(C
h
ap
lin
)

考
慮
に
債
す
る
測
定
は
例

へ
ば
第
五
､
妨
六
､
第
十

及
び
第
十
三
の
如
き
先
願
計
に
ょ
る
多
-
の
観
測
や
或

は
筋
七
の
様
在
オ
ム
エ
メ
ー
タ
ー

託

1
柿
の
綬
締
儀
に

よ
っ
で
測
定
n
れ
た
も
の
や
或
は
第
十
四
の
如
き
三
角

測
量
に
よ
っ
て
出
n
れ
ね
も
の
で
あ
る
｡
此
の
信
頼
す

べ
､き
六
つ
の
測
定
平
均
は
三
千
七
百
八
十
四
米
で
三
千

七

甘
八
十
七
米
と

5'
ふ
チ
ャ
プ

リ
ン
の
数
と
甚
だ
補
足

に

一
致
す
る
'

乙
の
チ
ャ
プ

リ
ン
の
も
の
は
探
榊
し
た

方
蔭
の
籍
め
は
凡
て
の
内
で

最
も
精
確
を
79
の
で
あ
る

其
れ
故

チ
ャ
プ
リ

ン
の
高
n
は
こ
れ
以
上
の
観
測
が
行

は
れ
る
迄
は
富
士
の
高
さ
と
し
て
承
諌
せ
ね
ば
を
ら
拍

富
士
の
岩
石
は
ラ
イ

ン
及
び
ナ
ウ

マ
ン
博
士
に
依

っ

て
粗
粒
玄
武
岩
と
呼
ば
れ
た
.
rJ
の
岩
石
の
分
析
ぼ
公

は
n
れ
て
ゐ
る
｡
其
の

一
は
予
自
身
と

コ
ル
シ
ェ
ル
ト

(
K
o
r
sc
h
e
lt
)
氏
の
行

っ
た
も
の
で
既
に
E

･
キ

ン
チ

(
E
･K
in
c
h
)
氏
が
ア
'.,h
ヤ
協
愈

々
報
第
八
食
は
載
せ
て

ゐ
る
が
rJ
J

に
繰
返
し
て
掲
げ
る
覇
正
確
夜
も
の
で
は

覆

い
｡
他

の
も
の
は
リ
ュ
デ
ツ
ケ

(L
ued
eck
e
)博
士
の



行
っ
た
7P
の
で
次
の
如
-
で
あ
る
｡

52
･
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･
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践
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酸

盟
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輔

成
妨
節

甘
栗

品

加
描

託

U
eb
e
r
e
in
e
n

An

o
r
t
h
jtb
a
s
-

al

t
v
om
F
u
jin
o
y
a
m
a
in
J
a
p
い

a
n
.
Z
e
its
chr.
f.d
.
G

e
s
.
N

a
t

･

u
r
w
.
H
a
l]e
a
.
S
.
.)
8
8
0
.

4
)
0
-

4
)
6
.
節
減

分
析
し
た
岩
石
は

ラ
イ

ン
が

火
口
蛇
か
ら
球
托
し
た
次
長
石

玄
武
岩
で
ラ
イ
ン
が
机
粒
玄
武
･:方
椛
熔
山方
と
し
た
も
の
で
あ
る
O

ク
エ
デ

ツ
ケ
博
士

の
此
の
分
析
は
侶
蝿
す
る
に
足
る

も
の
と
m
j
へ
な

い
｡
差
で
加
里
を
計
算
し
た
乙
と
ゝ
蛾

の
極
め
て
多
量
を
rJ
と
IJ
教
士
の
少
量
庖
pJ
と
J
は
誤

謬
が
あ

るか
も
知
れ
拍
動
で
あ
る
｡

-
dlr..プ
ツ
ケ

は
細

微
鋸
下
の
観
察
に
ょ
つ
て
此
の
岩
石

は
次
長
石
'
梗
概

石
及
び
輝
石
か
ら
成
る
正
規
の
長
石
玄
武
岩
在
る
こ
と

を
謎
め
ね
｡
吸
鍵
石
基
は
稀
で
あ
る
｡
若
し
炊
…ら
ん
に

は
石
衣
は
灰
長
石
中
に
あ
っ
て
石
基
中
に
は
少
量
存
す

る
に
過
ぎ
覆

い
で
あ
ら
ぬ
ば
怒
ら
夜

い
｡
然
し
友
長
石

は
石
衣
の
二
分
に
射
し
少
く
と
も
聾
士
八

分

を
含

む

故
.
次
長
石
を
形
成
す
る
に
は
石
衣
十
四

二
ハ
ほ
封
し

聾
土
二
十

二
九
が
必
要
に
な
る
､
欽
…る
に
タ
4
...7
ツ
ケ

新
滞
日
本
地
鍵
論
文
集

は
倭
に
聾
士
十
六
･
八
を
静
め
た
｡
滑
亦
-

ユ
ダ
ツ
ケ
の

分
析
に
従
っ
て
富
士
の
岩
石
中
の
糎
横
着
が
有
つ
様
を

蝕
に
富
ん
だ
梗
概
石
は
従
凍
他
の
人
に
よ
っ
て
離
め
ら

れ
た
乙
と
が
を

い
｡

火
口
の
側
面
か
ら

シ
ュ
ツ
ト
氏
に
よ
っ
て
採
集
さ
れ

た
岩
石
標
本
を
分
析
し
た
第
三
の
結
英
は
次
の
如
-
で

Tl
ル
シ
ェ
ル
ト
氏
指
導
の
下
に
肥
田
(
密
二
D
氏
は
よ
っ

て
分
析
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
｡

A. B. C.
常士 ノ 塔 ノ揮 塔 ノ伴
岩 石 ノA'･石 ノ長石

出 際･･‥-49･77ー 4897 44･16

耕 土--･20･57 22･91 31･87

1.33

-ヽノ

敵
機
二
化

I

i.a′し

州

｡
･
-S

o
l
-5

｡
･
-2

誓

亘

妨二筋化繊･･-･16･06 4･81

節一酸化餓 ･･･-5･11 4･02

｡

∴

二

一

∵

/

節‡ 管等 ン ･･･0･20
石 衣-.･-10.37

管 土---5.00

加 盟･･--0.84

曹 蕗-- 1.08

水 - 0.73

燐 酸･･-二旦埜_

99.89

比 盃--=2,642

薄
片
中
に
予
は
次
の
鋸
物
を
秘
め
た
｡

究

五
九



地

球

節
十六
怨

約

一J

長
石
'
多
-
の
火
山
渉
の
包
裏
物
を
有
し
.

消
光
角
は
大
き
-
､

1
敗
に
単
純
な
饗
晶
を
な
す

灘
二
､
楯
焼
石
.
無
数
の
小
粒
を
覆
し
､
磁
鋤
鋸
の

謀
5,錐
部
を
有
す
る
こ
と
が
あ
る
｡

節
三
.
輝
石
p
少
鹿
｡

第
凹
､
磁
鎖
錬
､
多

い
方
で
あ
る
が
小
粒
を
な
す
｡

第
五
七
雲
母
､

リ
ュ
ユ
デ
ツ
ケ
は
訟
め
た
が
予
は
観

察
し
な
か
っ
た
｡

第
六
'
無
色
の
石
基
､
稀
で
あ
る
｡

上
記
の
分
析
と
他
の
分
析
の
祐
基
を
此
嘩
し
て
予
は

長
石
を
衣
長
石
夜
-
と
決
定
し
た
｡

コ

ル
ミ

ル
ト
氏

の
行
っ
た
B
及
び
C
の
二
分
析
を
考
は
入
れ
る
と

此
の

推
定
が
弛
め
ら
れ
る
｡
B
は
箱
根
塔
ノ
樺
の
粗
粒
岩
の

分
析
で
､
C
は
此
の
岩
石
は
含
ま
れ
た
長
石
の
分
析
で

あ
る
｡
比
の
長
石
が
次
長
石
で
あ
る
乙
と
は
疑
以
在

い
｡

塔
ノ
浬
及
び
富
士
の
岩
石
の
分
析
が
よ
-

一
致
し
且
つ

富
士
の
岩
石
の
外
観
は
'
箱
状
の
岩
石
が
冷
却
の
薦
め

に
細
粒
で
あ
る
場
合
に
は
其
の
外
観
と
同
機
で
あ
る
故

富
士
の
長
石
79
亦
衣
長
石
で
あ
る
と

い
ふ
粘
輪
を
立
澄

す
る
｡
然
し
石
衣
の
線
量
は
衣
長
石
中
は
布
衣
せ
ず
又

節

1
雛

].(
C

六
〇

苦

土
の
線
量
も
其
の
中
に
覆

い
'
何
と
な
れ
ば
然
ら
ざ

れ

ば
現
象
石
基
は
あ
ま
-
ほ
酸
性
は
在
っ
て
了
ふ
｡
そ

れ
故
富
士
の
岩
石
は
衣
長
石
玄
武
岩
は
屈
す
る
｡

下
記
の
噴
火
が
下
意
旺I
で
わ
か
つ
t･l居
る

(
一
部
は

波
速
氏
朝
減
の
ii=文
番
よ
ら
採
っ
た
)｡

一
､
八
九
八
年
(
妊
暦
十
八
年
)三
月
十
四
日
か
ら
四

月
十

六

日
は
到

る
｡
耗

八
九
八
年

は
八
九
九

雲
管

で

あ
る
計
-

で

な
-

こ

の
三
月

十
四

日
か
ら
四
月
十
六

日
に
到
る
噴

火
は

娃
搭

十
九
年

に
起

っ
た
も

の

で
あ
る
こ
と
は
日
本
紀
略
に
延
僻
十
九
年
六
月
栄
西
駿
河
開
音
､

･;
去
三
月
十
四
日
造
四
月
十
八
日
､
骨
=
土
山
厳
焼
､
云
々
と
あ
る

の
で
桝
か
で
､
こ
ゝ
に
鵡
げ
た

の
は
咋
次
を
調

っ
た

の
で
あ
る
｡

次

の
も
の
と
同
じ
噴

火
で
あ
る
O
次

に
見
る
様
に
坤
を

1
年
づ

1

F
E=
っ
た
の
は
ク
ラ
ブ

ロ
ー
ト
の
紀
和
に
掘

っ
た
弱
め

で
あ
る
｡

二
'

七

九

九

年

(
延

厚

十

九

年

)
三

月

､

総

て

の

川
が

赤
-
在
っ
た

｡

託

七
九
九
年
は
八
〇
〇
年
の
禦
升､
前
記

延
暦
十
九
年
の
棟
下
に
山
下
川
水
骨
紅

色
也

と

あ
る
｡

三
､

八

〇
一
年
(
妊
暦
二
十

山
年
)三
月
｡
#
=

八

〇

-

年

は
八

〇

二
年
の
誤
.
猶
三
月

な
る
器
械
な
し
O

四
㌧

八

六

三

年
(貞
観
六
年
)五
月

1
口
よ
-
五
月
廿

五
日
に
至
る
｡

談

八
六
毒

は
八

六
四
の
.孤桝
.



五
､
九
三
七
年
(
承
準
七
年
)

六
､

一
三

二
〇
年
(
元
弘
元
年
)七
月
七
日
｡

託

】蒜元

坤

は
1
三
三
山
年

な
り
｡

雪

一

室

ハ
11
年
(
永
撒
三
年
)｡
託

五
六
1
坪
は

五
六
〇
坤
の
訳

八
､

.t
七
〇
七
年
(薯
永
四
年
)
十

一
月
三
日
｡

誹

日
は
二
十

日
の
弧i
｡

雛
一
の
噴

火
の
熔
岩
流
は
桂
川
に
沿
う
て
猿
橋
ま
で

流
れ
下
つ
ね
｡
熔
岩
流
の
留
ま
っ
た
場
所
を
滑
は
今
で

も
揮
進
場
と
呼
ぶ
の
は
噴
火
の
時
に
山
詣
-
の
者
が
山

に
罫
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で
此
の
場
所
で
所
か
む
上

げ
LJ
か
ら
で
あ
る
｡
此
の
熔
岩
流
の
長
さ
は
人
里
乃
至

九
里
あ
る
｡
#:
前
述
の
加
-
｡
ゝ
に
云
ふ
空

の
噴
火
は
娃
暦
十

九
坤
で
あ
る
が
'

此
の
時
放
橋
ま
で
熔
岩
が
枕
下

し
た
㍊
地
は
な

い
｡

石
舵
初
太
郎
氏
に
依
る
と
こ
の
叔
長
の
煩
労
紙
は

此
ハ
の
滋
河
の
分
佃
が

大
に
粘
ん
だ
こ
と
か
ら
兄
る
と
･::=
士
の
最
も
甘

い

｡
｡i
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.

っ
の
熔
岩
流
は
猿
橋
よ
-
も

一
旦
富
士
は
近
い
大
月
ま

で
凍
て
居
る
が
'
何
時
の
噴
火
で
流
れ
た
JP
の
在
の
か

は
人
々
は
知
ら
を

い
｡
此
の
朗
に
今
三
ノ
宮
と
云
ふ
酢

が
あ
る
○新

滞
日
本
地
壌
輸
女
姑

約
四
の
噴
火

(
八
六
三
年
誹

蛸
諾

軸
ov
)
に
際
L
y

は

.I
の
熔
岩
流
が
上
着
[11
と
下
意
田
と
の
間
に
凍
ね
､

そ
乙
に
は
今
両
村
共
同
の
基
地
が
あ
る
｡
膏
関
村
は
薙

暦
時
代
に
既
に
あ
っ
た
｡

託

｡
の
櫓
仙完

は
触
丸
鴇
哲
等

石
原
氏
は
娃
僻
十
九
坤
の

境川

に
か
1
る
も
の
と

想

像
さ
れ

て
榊
る
C'

一つ
ン
ド

グ

レ
ー
ブ
(
L
a
n
d

gTebe)の
｢
火
山
｣
と

い
ふ

沓
物
に
引
か
れ
た
所
に

よ

る
と

盛
に
託
し
た
ク
ラ
ブ
ロ

ー
ト
の
詑
報
は
次
の
如
-
で
あ
る
｡

｢
八
九
九
年
に
宵
士
は

.L
大
噴
火
を
し
た
｡
共
は
三
月

十
四
日
か
ら
四
月
十
八
日
攻
で
績

い
た
.
投
出
9n
れ
ね

火
山
次
は
両
の
仝
麓
を
被
以
'
附
近
の
細
で
の
川
は
赤

-
な
っ
た
｣

｡

｢
八
〇
〇
年
の
噴
火
砥
前
に
は
地
震
が
な
か
っ
た
､
然

る
に
八
六
三
年
六
月
と
八
六
四
年
五
月
の
噴
火
に
は
地

震
が
前
に
起
っ
た
｡
八
六
四
年
の
噴
火
は
基
だ
劇
し
か

っ
た
｡
山
の
四
方
は
二
万
地
甜
里
の
間
焼
け
た
｡
雌
は

十
二
等
立
拳
-
恐
ろ
し

い
雷
鳴
を
件
う
ね
.
地
震
は
三

度
繰
返
さ
れ
山
は
十
日
間
焔
の
中
に
立
っ
た
｡
港
は
山

麓
は
塀
け
ね
'
焼
石
と
次
の
雨
が
避
っ
七

一
部
は
山
の

山
ハ
1

六
]



地

球

鈴
十
六
容

北
西
の
湖
中
に
落
ち
'
水
は
沸
き
立
っ
た
.
線
で
の
魚

は
之
が
薦
め
に
死
ん
だ
｡
荒
麿
す
る
之
と
長
苫
こ
こ
里
に

達
し
熔
岩
は
甲
斐
に
向
つ
て
三
四
旦
流
れ
た
｣
｡
託

之･一よ

三
代
媒
錬
怨
八
出
潮
六
年
五
月
廿
五
日
成
成

'
駿
河
閥
首
'
鮮
士
耶
j

三
位
樺
問
大
榊
大
山
火
'
非
勢
甚
械
､
焼
レ
山
方

一
二
許
朗
､
光
炎
禰
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楢
水
粕
;桝
レ
焼
成
石
'
流
拙
二
猫
車
道

北
許
遡
'
肪
三
周
許
朗
'
市
二

三
許
丈
､
火
焔
逆
風
ニ
;～
教
組
堺
?
を
服
し
た
も
の
で
あ
っ
て
･33
は
こ
ゝ

に
之

T̂･J邦
稚
す
る
輩
を

見
な
い
も
の
で
あ
る
Q

｢
一
七

〇

七

年

十

一
月
二
十
三
日
夜
二
回
の
強
震
が
あ

っ
た
.
富
士
開
け
て
児
を
吹
き
出
し
衣
は
十
漫
距
つ
ね

駿
河
固
岡
部
附
近
の
ク
ス
バ
ツ

託

ク
ラ
ブ
｡
-
ト
の
笠

に
は
R
asub
ats
と

欝

oAh唱
楠
ま
で
降
っ
た
｡
翌
朝
噴
火
は
衰

へ
た
｡
然
し

同
月
二
十
五
日
及
び
二
十
六
日
に
よ
み
烈
し
-
勢
を
新

に
し
た
｡
正
量
の
石
塊
'
亦
焼
の
友
及
び
砂
が
附
近
の

平
地
を
被
う
た
｡
青
原
で
は
其
の
厚
さ
五
六
尺
あ
っ
た

且
つ
次
は
江
戸
ま
で
も
遷
し
て
厚
さ
数
吋
積
っ
た
｡
噴

火
の
場
所
に
は
焼

い
窪
地
が
出
水
カ
｡
英
は
近
-

一
山

が
現
は
れ
7
-

ユ
山
(賓
永
山
)
の
名
が
つ
け
ら
れ
た
｣

九
三
七
年
'
一
三

二
〇
年
及
び

一
五
六

一
年
の
噴
火

節

1
雛

竺

六

二

は
ラ
ン
ド
ク
レ
ー
プ
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
ゐ
覆

い
｡
八

〇

一
年
の
噴
火
を
ラ
ン
ド
ク
レ
ー
プ
は
八
〇
〇
年
と
し

八
六
三
年
の
も
の
は
八
六
四
年
と
し
て
ゐ
る
｡
此
等
年

次
の
取
襖

へ
は
計
算
に
蹄
す
べ
き
も
の
で
あ
る
｡
第

一

か
ら
第
三
ま
で
の
噴
火
は
凡
て

が
三
月
に
起
っ
た
乙
と

を
以
て
見
れ
ば
恐
-
同

一
の
も
の
で
あ
る
｡
託
堅
こ
の
も

の
は
別
の

も
の
で
み
よ
し
違
っ
た
79
.の
で
あ
っ
た
ほ
し
て
亀
有
史
時

る
｡
代
に
於
け
る
富
士
噴
火
の
数
は
著
し
-
少
老

い
｡
最
古

の
噴
火
の
み
が
熔
岩
流
を
件
払
､
其
の
凡
て
は
牝
及
び

西
は
流
れ
た
.

託

野
木
尉
幣
霞

貞
禦

票

境
川
蒜

｡
前

述
の
軌
丸
尾
熔
封
と
非
に
有
史
以
後
の
も
の

S
oeQ
然
し

l
七
〇
七
年
は
於
け
る
琴

氷
山
の
形
成
は
熔

岩
の
噴
出
を
件

は
夜
か
つ
穴
｡
ナ
ク
マ
ン
博
士
は
狗
逸

ア
ジ
ヤ
協
愈
々
報
第
五
相
の
中
に
日
本
の
文
献
か
ら
精

細
に
此
の
噴
火
を
記
述
し
た
｡

血

艶
は
横
は
れ
る
潮
水
は
79
と
は
疑
79
を
く
給
食
し

て

居
た
､
吾
人
は
富
士
か
ら
流
出
し
た
熔
岩
流
で
如
何

は
rJ
れ
等
が
分
離
し
た
か
を
明
か
は
看
る
こ
と
が
出
凍

る
｡
西
側
の
三
湖
は
正
確
に
九
育
五
米
在
る
同
じ
市
n

を
有
す
る
｡
潮
水
の
水
面
は
同
時
に
鼻
化
す
る
､
是
に



依
っ
て
こ
れ
等
の
湖
水
は
地
下
で
姑
各
し
て
ゐ
T;Jと
土

地
の
人
達
は
通
っ
て
ゐ
る
､
予
も
亦
此
の
考

へ
は
蛍
す

る
｡
富
士
の
兼
方
及
び
南
方
は
火
山
岩
か
ら
成
る
'
西

方
富
士
川
左
岸
の
山
地
は
其
の
高
藤
は
閃
長
岩
贋
で
あ

る
｡
三
湖
の
北
方
の
山
地
の
北
側
は
花
園
岩
で
あ
る
｡

其
の
南
側
即
ち
富
士
の
側
で
は
花
桶
岩
が
育

5,緑
色
養

浜
岩
(
輝
線
凝
次
岩
)
で
被
は
れ
で
ゐ
る
｡
甲
斐
と
駿
河

相
模
と
の
開
城
を
な
す
北
東
の
山
脈
も
亦
花
園
岩
で
あ

る
O
此
の
山
脈
は
富
士
の
穣
近
-
ま
で
蓮
宜
し
水
-
､

富
士
山
の
火
山
韓
で
披
は
れ
で
ゐ
る
｡
此
等
の
山
脈
の

伊

太

利

と
こ

ろ

川
陵
の
続
き
は
富
士
の
頂
上
を
過
ぎ
る
政
を
有
磯
に
あ

る
｡
其
れ
故
富
士
は
多
分
花
園
岩
上
に
建
設
さ
れ
た
の

で
あ
ら
う
〇

本
蹄
中
の吠
火
の
憾
虹
は
掃
引
が
多

い
か
ら
今
で
は
役
に
立
た
な
い

5:=
士
噴
火
の
紀
和
の
政
も
評
し
い
の
は
井
野
迦
茂
雄
著
欝
士
の
歴
史
及

び
石
原
初
太
郎
賛
辞
士
の
地
桃
と
地
質
に
見
る
こ
と
が
出
奔
る
.
ぬ
る

に
本
持
に
か
Il
げ
た
寓
士
火
口
終
山村
の
分
析
は
い
つ
も
引
合
ひ
に
的
る

も
の
で
､
其
の
後
試
士
帰
山打
の
化
壌
成
分
を
研
究
し
た
こ
と
が
な
い
の

は
木
邦
山村
石
壊
鼎
の

結
め
に

泣
臓
と
す
る
伊
で
あ
る
O

次
回
か
ら
は
ラ
イ
ン
の
中
山
道
誌
を
槌
瓶
し
ょ
う
と
偲
ふ
(
編
評
者
)

門
ア
シ

シ

詣
で
山

羅
馬
か
ら
ア
シ
シ

(
A
s
s
is
i
)
行
き

の
車
中
の
人
と
在
る
｡
三
人
の
伊
系
光
閣
婦
人
と

一
人

の
伊
大
利
人
と
二
人
の
日
本
人
が
汽
車
の

一
賓
に
席
を

占
め
る
.
三
人
の
婦
人
中

.1
人
は
百
目
で
あ
る
.
彼
等
の

伊
大
利
と

こ
ろ

ん
＼

ぐ
ー

(
十
七
)

瀧

ノ

規

一

散
は
よ
る
と
伊
周

を
去
っ

て紐
青
に
任
す
る
,J
と
十
数

年
､
百
日
の
.友
人
が
ア
シ

シの
寺
に
詣
で
カ
い
と
云
以

出
し
た
の
で
本
間
見
物
穿
凍
死
の
で
あ
る
｡
見
る
か
ら

盲
人
な
が
ら
美
し

い
婦
人
で
あ
る
｡
年
輩
は
何
れ
も
二

窒

六

三


